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回答書

高知龍馬マラソン２０２４警備・交通規制案内業務公募型プロポーザル募集要領の「項

目８ 質疑・回答」に基づき、令和５年 10月 10 日（火）15 時までに受付した質問につい

て、下記のとおり回答いたします。

高知龍馬マラソン実行委員会

記

【質問１】

募集要項 ４ページ 13.失格事項の（４）と３ページ 10 の解釈について、本案件では他

の申込者が開示されない状態で企画提案となるが、他の事業者の協力を得て実施する場

合は予めその事業者の合意を得ておくことと明文されています。この場合、協力を得よう

とした事業者が申込者であった場合、双方が審査結果通知前までの間に接触（双方が申し

込んでいる事実）が判明することとなります。この場合相談や調整等を行った事実と認め

られ、失格事項に該当するでしょうか。

［回答］

・参加申込者であることが分かったうえで、応募提案の内容又はその意思についての相

談・調整等を行った事実が認められた場合は、失格になることがあります。

【質問２】

仕様書の５.業務保証人について、当該責務が果たせない場合の為に保証する業務保証

人をたてなければならない記述がありますが、高知県指名競争入札参加資格者で有るこ

とが承認の基準の為、本案件への申込者となり得る警備会社が業務保証人と解釈できま

すが、この業務保証人と接触してよい時期を示していただきたいです。場合により申込予

定であったが保証人の依頼があった為、申込を辞退した事実となれば公正取引違反に該

当する事案ではないでしょうか。

［回答］

・業務保証人の調整は、審査結果通知の受領後から行ってください。

【質問３】

協力事業者について、募集要項の５.資格要件に該当しない事業者（参加申請資格なし

や県外事業者）でも協力事業者として実施体制に含めてもよろしいでしょうか。なお、契

約締結後実施体制に変更が生じた（予定していた業者が協力できなくなった、新規に協力

事業者を実施体制に含めることとなった）場合は実施体制の変更が認められるかご教示
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いただけますでしょうか。加えて、申込者が審査結果通知前に辞退又は企画提案で次点者

になり敗戦した場合若しくは失格事項に該当した場合、上記事由等で契約業者の実施体

制に参加することについては認められるでしょうか。

［回答］

・協力事業者については、募集要領５の資格要件（２）～（６）を満たす必要があります。

・当該業務の契約締結後に、実施体制を変更する場合は、事前に委託者と協議を行ってく

ださい。ただし、失格事項に該当した者が、受託者の実施体制に参加することはできま

せん。

【質問４】

協力事業者について、申込する意思がなく、一つの申込事業者の実施体制に参画するこ

とを合意した場合、他の申込事業者の実施体制に参画してはならない規定があるかご教

示いただけますでしょうか。

［回答］

・規定はありません。

【質問５】

仕様書 ３.実施時間について、本案件では前々日～当日までの警備人員、警備時間数が

示されており、募集要項では見積限度額の記載があります。解釈として仕様書に定める警

備時間・警備人員を最低限の数値として遵守しなおかつ、作成要領５.企画提案のポイン

ト（２）の円滑で総合的な安全対策を取り入れた企画提案としなさいとの要望でしょうか。

仕様書よりも少ない時間・少ない人員で実施可能な企画提案があれば提案してもよろし

いものか、ご教示いただけますでしょうか。なお、仕様書の実施時間・人員について算出

根拠となる資料の提示を開示いただけますでしょうか。現状、数字のみで発注者の希望す

る業務概要が曖昧で、企画立案には不十分と感じます。

［回答］

・仕様書に定める警備時間・警備人員は、前年度の大会を参考に示したものです。これら

を目安として、企画提案を行ってください。

【質問６】

龍馬マラソン２０２４の運営業務にコース設営計画、コーン等警備・交通規制備品設置

業務が含まれている為、その計画に沿って企画提案の必要性が生じると思われますが、企

画提案の為の参考資料として開示いただけますでしょうか。本案件の契約締結後に協議

会を実施し擦り合わせを行うのであれば、双方の思惑が一致していない場合、大幅な計画

の修正が生じる可能性が考えられます。
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［回答］

・警備・交通規制案内業務については、お示ししている仕様書やコースの情報に基づいて、

企画提案を行ってください。なお、高知龍馬マラソン２０２４運営業務につきましては、

高知県スポーツ課のホームページで公開している「高知龍馬マラソン２０２４運営業務

公募型プロポーザルについて」の仕様書をご参照ください。

・高知龍馬マラソン２０２４運営業務のコース設営計画等の情報により、警備計画の大幅

な修正が生じる可能性は低いと考えています。

【質問７】

業務仕様書４.委託業務内容（２）警備員について、警備業法及び関係法令に定められ

た教育訓練を受け、現場活動に熟練度の高い者であることと記載されておりますが、具体

的な熟練度の指針をご教示いただけますでしょうか。

［回答］

・具体的な熟練度の指針として示すものはございませんが、仕様書４（５）遵守事項に

則り、企画提案を行ってください。

【質問８】

「企画提案書作成及び提出」の項に、企画提案書提出までにあらかじめ他の協力事業

者との合意を得ておく旨の記載がありますが、「失格事項」の項には、応募提案の内容又

はその意思について相談調整を禁ずる旨の記載もあります。以下に生じるおそれのある

事例の一部を列挙しました。

○ 提案書提出締切前に、Ａ社がＢ社に対して協力を求めたら、Ｂ社も企画提案に参加

の意思があることが明らかになり、Ａ社は取り下げた

Ａ社の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切後に、警備員の不足等を理由にＡ社がＣ社に対して協力を求めたら、

Ｃ社も企画提案に参加していることが明らかになった

Ａ社の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切前に、Ａ社がＤ社に対して協力を求めたらＤ社は同意したが、Ｄ社

は独自かつ秘密裏に企画提案に参加する意思があった

Ａ社及びＤ者の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切前に、Ａ社がＥ社に対して協力を求めたら、Ｅ社は拒否した上でマ

スコミに「相談調整ではないか」と情報提供した

Ａ社及びＥ社の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切前に、Ａ社がＦ社に対して協力を求めＦ社は同意したが、その後Ｆ

社は熟考のうえ自ら企画提案に参加することにした

Ａ社及びＦ社の行為はOK or NG?
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○ 提案書提出締切前に、企画提案に参加しようとしているＡ社とＧ社がＨ社に協力を

求めたら、Ｈ社はＡ社にもＧ社にも協力する意思を示した

Ｈ社の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切前に、企画提案に参加しようとしているＡ社とＩ社が、どちらが受

注するかに関わらず協力合意していた

Ａ社及びＩ社の行為はOK or NG?

○ 提案書提出締切後に、警備員の不足等を理由に、受注したＡ社が受注できなかった

Ｊ社に対して協力を求め、Ｊ社は合意した

Ａ社及びＪ社の行為はOK or NG?

上記のように、企画提案参加業者及び協力業者が判断に窮する事例が多く、企画提案

の事務作業から直接的に警備隊を組織する作業を円滑かつ適正に行うため、この取り扱

いについて、上記のような事態を網羅した明確かつ具体的な指針をお示し下さい。

［回答］

・具体的には様々な事例が考えられますが、基本的な考え方については、質問１の回答で

お示ししているとおりです。

【質問９】

大規模雑踏警備を複数の企業で共同実施する場合、労働基準法における指揮命令系統

の取り扱いについて様々な弊害が生じますが、反面、仕様には警備員の従事時間や警備ポ

スト数が具体的に明示されており、警備の方法が既に定められているような印象を受け

ます。具体的な計画が定められているなら、警備エリアや業務内容の細分化を行ったうえ、

それら毎に分割発注し、それぞれの契約案件においてそれぞれの受注業者が担当するよ

うな方法を採ることが可能です。それらは前述の労働基準法における諸問題を解決し、企

画提案をしようとする業者の事前折衝等の不当事案の発生も抑制することができます。

このような方法をとらず、全体で一括発注の形態で発注を行う理由をお示し下さい。

［回答］

・大会事務局としては、分割して発注した場合は、連続したコース上において、複数社へ

の指示、とりわけ緊急を要する救急車両の誘導指示が複雑となり、エラーが発生するリ

スクが高まることが懸念されると考えています。このため、ランナーの安全対策を最優

先に考慮し、一括して発注することとしています。

【質問 10】

企画提案を行う業者は、競争入札参加者登録名簿に記載されている者であるとの記載

がありますが、共同企業体での参加を目指す場合は、当該共同企業体が契約の主体になり

得るかどうかが不明瞭です。共同企業体を構成する全ての構成員が上記名簿に記載され
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ていれば認められるという声も聞こえましたが、業務の利便性として、契約の主体となる

業者に協力合意して参加する方が簡単であり、わざわざ共同企業体で契約しようとする

意図が不明ですし、それを契約の主体となり得ると認めるならば、明らかに、責任を負え

る単独業者が、協力合意をもって集まった業者で構成された警備隊で業務を行うのが妥

当かと思われます。単独業者として契約で生じた責務を負いきれないから共同企業体で、

とするならば、企画提案の時点で適当ではないと思われますので、その判断基準をお答え

下さい。

［回答］

・プロポーザルは、共同企業体として申し込むことができます。

・共同企業体として申し込むか、単独事業者として申し込むかは、申込者の判断によるも

のと考えています。


